
平成16年秋季研究発表会  

特別テーマ「ものづくりとOR」  

日程：平成16年9月8日（水），9日（木）  
場所：東北大学川内北キャンパス講義棟（宮城県仙台市青葉区川内）  

大学HP http：〟www．tohoku．acjp／   

特別講演：   

会場：川内北キャンパス マルチメディア教育研究棟2階 マルチメディアホール  

講演者その1：白幡洋一氏（東北リコー（株）代表取締役社長）   

日時：9月8日（水）16：20～17：00   
題目：高効率な世界一モノ作りに向けた継続的革新活動   

講演者その2：井口泰孝氏（東北大学未来科学技術共同研究センターセンター長）   

日時：9月9日（木）13：10～14：10   
題目：ものづくりに基づく新産業創出－ニッチェの取り組み一   

事前振込み参加費：正・賛助会員6，000円，学生会員2，000円，非会員8，000円  
当日中込み参加費：正・賛助会員7，000円，学生会貞2，000円，非会員10，000円   
（ただし，学生非会員は学生証を提示すれば，学生会員と同等になります）  
萱埴科：非会員のみ，一件につき2，000円（参加費と別途，本学会の許可が必要）   
※事前振込をされる場合は、機関誌綴じ込みの専用振込用紙をご使用ください   

懇親会：   

日時：9月8日（水）17：40より   
場所：川内北キャンパス厚生会館   

会費：4，000円（事前振込） 5，000円（当日申込）   

見学会：   

日時：9月10日（金）9：00～15：30   

場所：宮城県古川市・岩出山町周辺  

宮城県古川農業試験場（「ササニシキ」「ひとめぼれ」などの品種を開発したところ）  

～凛菜・上の家（昼食場所．昔の民家）～感覚ミュージアム（体験型博物館）  
～旧有備館（江戸時代の学問所．国指定史跡・名勝）   

参加費‥ 4，000円（昼食込）   

聞合せ先：  

2004年日本OR学会秋季研究発表会実行委員  
鈴木賢一（東北大学大学院経済学研究科），塩浦昭義（東北大学大学院情報科学研究科）  
電子メイル or2004f＠dais．is．tohoku．acjp   

より詳しい内容については，研究発表会HP http：〟www．dais．is．tohoku．acjpror2004f／  
をご参照ください．  
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第52回シンポジウム  

テーマ「福祉とその周辺」  

日程：平成16年9月7日（火）13：00～18：00  

場所：東北大学川内北キャンパス講義棟（宮城県仙台市青葉区川内）  

大学HP http：〝www．tohoku．acjp／   

事前振込み参加費‥ 正・賛助会員3，000円，学生会員1，000円，非会員4，000円  

当日中込み参加責：正・賛助会員4，000円，学生会員1，000円，非会員5，000円   
（ただし，学生非会員は学生証を提示すれば，学生会員と同等になります）   

※事前振込をされる場合は，機関誌綴じ込みの専用振込用紙をご使用ください   

なお，会員特典として，個人正会員（年会費納入済み）は年1回に限りシンポジウムに   
無料で参加できます．この特典を利用する場合は下記の要領にて事前申込をして下さい．   

口研究発表会にも参加の場合：  

綴込みの振込用紙の「特典利用」に○をつけ研究発表会参加費を振込み．   

Jシンポジウムのみ参加の場合：  

OR学会事務局宛にFAXで記入済み振込用紙を送付，またはメイルにて連絡．   

プログラム  

′「＼  

13：00   尾股定夫（日本大学工学部次世代工学技術研究センター）   

14：05   「日本における医療機器開発の現状と将来」   

14：15   坂本 仁（医療法人社団 坂本医院）   
15：20   「高齢社会を支える地域ネットワーク」   

15：30  
大内 東（北海道大学大学院情報科学研究科）  

16：35  
仙田 崇（北海道大学大学院工学研究科）  

「介護保険制度と要介護認定アルゴリズム」   

16：45   魂 大名（会津大学）   

17：50   「コンピュータと福祉・医療」   

問合せ先：中山明（福島大学行政社会学部）電子メイルnakayama＠ads．fukushimall．aCjp  

日本オペレーションズ・リサーチ学会 宿泊中込書  

ジェイティーピー仙台支店 法人営業部 イベント・コンベンションセンター 担当：斎藤・大野  

〒980－0811仙台市青葉区一番町3－6－1佐々重ビル6F  FAX：（022）－263－6693  

Nn   
ふ  り  が  な   性  年  ホ テル  朝 食 の   宿 泊 日  備考  

お  名  前   別  齢  記   号  有  無  9／6   9／7   9／8   

A・B  有・無  

2  A・B  有・無  
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平成16年秋季研究発表会 会場へのアクセス方法とホテル案内  

☆仙台空港からJR仙台駅（仙台市内）まで  
バスもしくはタクシーが便利です．  

パスの場合：空港1階のバス乗り場から出発する，仙台駅行き  

のリムジンバスにお乗りください  

（仙台駅まで約40分，910円）  

タクシーの場合：空港1階のタクシー乗り場でお乗りください  

（仙台駅まで約40分，6，000円程度）   

☆JR仙台駅から東北大学川内北キャンパスまで  
バスもしくはタクシーが利用可能です．あまりお勧めしません  

が，徒歩で来ることも可能です．   

パスの場合：仙台駅西口のバス乗り場9番（右図参照）から下  

記のバスにお乗りください（東北大まで約15分，180円）  

●「宮教大（青葉通・工学部経由）」行き  

●「青葉台（青葉通・工学部経由）」行き  

●「青葉城址循環（青葉通・理学部・工学部・  

動物公園経由）」行き  

いずれの場合も「扇坂（おおぎざか）」バス  

停下車  

※ 「青葉城址循環（愛宕大橋・動物公園経   

由）」行きは遠回りになりますので，ご注   
意ください！   

タクシーの場合：仙台駅西口1階にタクシー  

乗り場があります  

（東北大まで約10分，1．500円程度）   

徒歩の場合：東北大学まで約3キロです．仙  
台駅から青葉通りに沿って歩いてきてくだ  
さい．   

ホテルの案内  
下記のホテルに割引価格で宿泊可能です．  

申込み方法：  

／r、＼＼   

http：〟www．dais．is．tohokn．ac．jpror2004uhotel．htmi から申込用紙を入手後JTB仙台支店法人営業  

部までファクスまたは郵送にてお申し込みください．前ページの申込用紙を使っても結構です．  

詳細については上記のウェブサイトをご参照ください．  

料金（一泊，シングル）  
ホテル名  

朝食つき  朝食なし   
備考  

A：ユニサイト仙台   8，700   7，800   駅徒歩3分，会場までバス10分   

B：レオパレス仙台   7，500   6，600   駅から無料シャトルバスあり，会場までバス5分   
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研究発表会スケジュール  

9月8日（水）  

A会場   B会場   C会場  D会場   E会場   F会場   G会場  H会場   

09：50  組合せ  
マーケテ  

ゲーム  
待ち行列  

都市・地   イング・  金融工学  AHP  

10：50  
最適化  （1）   

（1）  

（1）   

析（1）  

組合せ  
マーケテ  

11：00  待ち行列  ゲーム  都市・地   イング・  金融工学  AHP  

12：00   
・予測  理論（2）  最適化 2                    域（2）  データ解  （2）   

（）  
（2）  

析（2）  

昼休み   

組合せ  
マーケテ  

13：20  企業事例   輸送・交  
交流会  

イング・  金融工学  AHP  

14：20  （1）   

画（1）  最適化 3                   通（1）  データ解  
（）  

（3）   （3）   

析（3）  

14：30  企業事例   組合せ  輸送・交  マーケテ   

イング  

交流会 （2）  非線形計  最適化 （4）  （1）   

（4）   （4）   

16：00  

16：20   
学生論文賞表彰（S会場）   

16：20   特別講演（S会場） 白幡洋一氏 （東北リコー（株）代表取締役社長）   

17：20   「高効率な世界一モノ作りに向けた継続した革新活動」   

17：40  

19：40   
懇親会（東北大学川内北キャンパス厚生会館）   

／T＼＼  

9月9日（木）  

A会場   B会場   C会場  D会場   E会場   F会場  G会場  H会場   

9：30   
信頼性  スケジュ   

組合せ  スポーツ  
都市・地  マーケテ イング  

（1）   ーリング  
とマルコ  

10：50  最適化 （5）  （2）   

（5）   

フ過程   

11：00   文献賞受賞招待講演（S会場）牧野和久氏（大阪大学大学院基礎工学研究科）   

12：00   「単調ブール関数の双対化問題について」  

昼休み   

13：10  特別講演（S会場）井口泰孝氏（東北大学未来科学技術共同研究センターセンター長）   

14：10   「ものづくりに基づく新産業創出－ニッチェの取り組み－」   

14：20  信頼性   組合せ  

整数計画   最適化  

15：20   
（2）  

（6）   

（1）  
ほか   

動的計画  マーケテ イング   金融工学  DEA  OR全般           （6）  （1）   

15：30   
信頼性   

組合せ  

評価  
動的計画  研究部会  金融工学  DEA  数理モデ   

（3）  

最適化  
（2）   

16：10  （7）  

報告   （7）   （2）   ル化   

／｛、＼、  
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9月8日（水）午前  

時間   A会場   B会場   C会場   D会場   

09：50  待ち行列   ゲーム理論（1）   組合せ最適化（1）   都市・地域（1）  

1－A－1   1－B－1   1－C－1   1－D－1  

AFastApproximationfbr  デイタム捜索ゲームと実  入試監督者自動割当シス  地域間の相互作用を考慮  

GeneralClosed Queueing  験捜索学   テムの試作   した地利値の計算  

Networks   ＊宝崎隆祐（防衛大学校）  ＊山本佳奈（南山大学）   ＊鵜飼孝盛儀應義塾大学）  

＊木村俊一（北海道大学）  井田好彦（防衛大学校）  小川留里  栗田治（慶應義塾大学）  

森岡和行（北海道大学）  （（株）トヨタマックス）  

1－B－2  内田麻衣子（南山大学）   1－D－2  

1－A－2  価格・品質競争下での差  鈴木敦夫（南山大学）  MDS による時間地図と線  

OptimalNumberofServers  別化と垂直統合の効果に  形変換による時間地図の  

inanM（k）／M／kQueueing  ついて  1－C－2  比較  

System   松林伸生（東京理科大学）  

楊涛（西安電子科技大学）  送経路問題について  大澤義明（筑波大学）  

＊胡奇英（上海大学）  1－B－3   ＊加藤康生（法政大学）  

岳五一（甲南大学）  戦略選択における主観的  1－D－3  

動機を考慮したクールノ  逆算距離による日本の通  

1－A－3  ー寡占モデルの分析   1－C－3  話地図  

即時・待時混在系システ  ＊古山滋人（関西大学）   材料切断問題を伴うスケ  ＊古藤浩  

ムの階層的性能評価モデ  中井輝久（関西大学）   ジューリング問題のGAに   （束北芸術工科大学）  

ル  よる解法   長谷川文雄  

＊川西俊之（神奈川大学）  ＊三沢英貴（近畿大学）  （東北芸術工科大学）   

10：50  紀一誠（神奈川大学）  金指正和（近畿大学）  

11：00  待ち行列・予測   ゲーム理論（2）   組合せ最適化（2）   都市・地域（2）  

1－A－4   1－B－4   1－C－4   1－D－4  

遺伝的プログラミングと  Pairwise Stabilityin a  ExtendingtheAssignment  愛知県瀬戸市における救  

遅延トモグラフィを用い  General  Two－5ided  Problem   急車の管区割り問題につ  

たリンク遅延分布推定と  MatchingModelBasedon  ＊榊原静（東京農工大学）  いて  

その応用   Discrete Concave Utility  嘉村友作（東京農工大学）  ＊稲川敬介（南山大学）  

池田欽一（信州大学）   Functions   中森眞理雄   鈴木敦夫（南山大学）  

＊時永祥三（九州大学）  藤重悟（京都大学）  （東京農工大学）  

呂建軍（九州大学）  ＊田村明久（京都大学）  1－D－5  

1－C－5  平面領域における最適立  

1－A－5  1－B－5  地点に需要量の不確実性             ピラミッドグラフの最短  

カルマンフィルタを用い  QuietAccumulationGame  経路について   が及ぼす影響  

たBassモデルにおける精  OnaLinearGraph   一森哲男（大阪工業大学）  

度向上の研究  William Ruckle 鈴木勉（筑波大学）  

＊杉島慎之輔（法政大学）  1－C－6   

若山邦紘（法政大学）  1－D－6  

人口優位性と地理的優位  

1－A－6   1－B－6   1辺追加  性からみた市町村合併後  

確率Gompertz差分方程式  提携のされやすさを考慮  澤田晴（流通科学大学）  の本庁舎の位置  

とそのパラメータ推定法  した多選択肢投票ゲーム  ＊尾崎尚也（筑波大学）  

佐藤大輔（NTTサービス  大澤義明（筑波大学）   

インテグレーション基  

12：00  盤研究所）   中井輝久（関西大学）  

12：00  
13：20   

昼休み   

／r、＼＼   

（ ＼   
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9月8日（水）午前  

時間   E会場   F会場   G会場   H会場   

09：50  金融工学（1）   AHP（1）  

1－E－1   1－F→1   1－G－1  

「マーケテイング・デー  償還条項付き転換社債の  多方面からの評価を考慮  

夕解析」研究部会活動報告  価格の分解と最適境界に  した人事評価へのANPの  

田口東（中央大学）   ついて   適用  

＊生田目崇（専修大学）  ＊八木恭子（南山大学）  ＊黒須将文（東京理科大学）  

瀬古進（南山大学）  山口俊和（東京理科大学）  

1－E－2  澤木勝茂（南山大学）  

電力消費行動分析一消費  1－G－2  

行動から探る省エネアド     1－F－2  不完全情報における一対  

バイスの提案－   On the Value⊥Ⅵ）1atility  比較要素の影響  

＊矢野順子（（株川TTデー列  Relationshipin a Real  ＊／ト澤正典（慶鷹義塾大学）  

井階美歩（（株川TTデー列  加藤豊（法政大学）  

高橋彰子（（株）NTTデータ）  芝田隆志（横浜国立大学）  

中川慶一郎  1－G－3  

（（株）NTTデータ）   評価単価比導出法による  

生田目崇（専修大学）   Real Options in an  一対比較の欠落情報の推  
山中啓之（條川TTデータ）  定  

＊芝田隆志（横浜国立大学）  

1－E－3  木島正明（京都大学）  木下栄蔵（名城大学）   

各家庭での電力消費予測  

と適切な省エネアドバイ  

ス  

＊中江俊博  

（（抹）数理システム）  

雪島正敏  

10：50   （（株）数理システム）   

11：00  金融工学（2）   AHP（2）  

1－E－4   1－F－4   1－G－4  

百貨店における購買行動  契約者持分の増加と契約  重み順次法の提案  

分析一選好度の写像分析  の転換を考慮した企業年  木下栄蔵（名城大学）  

による購買傾向の時間的  金保険の価格付け   ＊田地宏一（名古屋大学）  

変化－  鈴木輝好（北海道大学）  杉浦伸（名城大学）  

＊中山厚穂（立教大学）  

出口慎二（立教大学）  1－F－5  1－G－5  

岡太彬訓（立教大学）  ゲームプットオプション  

の解析的性質について  の評価基準ウエイトの決  

1－E－5  ＊瀬古進（南山大学）   定方法  

百貨店における優良顧客  西澤一友（日本大学）  

の離反防止策の提案  澤木勝茂（南山大学）  

＊黒須章書（東京理科大学）  1－G－6  

朝日弓未（東京理科大学）   複数評価者一対比較デザ  

山口俊和（東京理科大学）  

プションの価格評価  るウェイト推定法  

1－E－6   ＊藤原哉（三菱証券）   ＊肥田裕子旧本大学）  

百貨店における隠れた親  大澤慶吉（日本大学）  

近性の発掘  篠原正明旧本大学）  

オウロ  高橋磐郎（筑波大学）   

（東京海上火災保険（株））  

＊吉原亜弥（東京工業大学）  

12：00   矢島安敏（東京工業大学）   

12：00  
13：20   

昼休み   

／′「「＼  
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9月8日（水）午後  

時間   A会場   B会場  C会場  D会場   

13：20  非線形計画（1）   組合せ最適化（3）   輸送・交通（1）  

1－A－7   1－B－7   1－C－7   1－D－7  
製鉄業の生産管理システ  数式による記述で数理計  Multicolonng Unit Disk  ペア歩行を考慮した歩行  

ムにおける最適化手法適  画問題を解く試み－2   Graphs on Triangular  モデルとシミュレーショ  
用   ＊山下浩（（株）数理システム）  LatticePoints   ン  

三留立実（新日本製織  高橋良徳   ＊宮本裕一郎（上智大学）  ＊大野将春（東京工業大学）   

（株））   （（株）数理システム）   松井知己（東京大学）  
高橋幸雄（東京工業大学）  

1－D－8  
1－A－8   1－B－8   1－C－8  国内旅行データを用いた  

地域来訪者数増加に閲す                 OR技術を活用したコン  計算グラフと分枝限定法  施設配置問題に対する近  

サルティング事例一口ジ  を利用した大域的最適化  似アルゴリズムの実験評  る旅行時間感度分析  

ステイクスネットワーク  －2   価   三浦英俊（明海大学）  

最適化とバッチプロセス  中塩英良仲央大学）  

スケジューリングー   （（株）数理システム）  1－D－9  

1－C－9   大西真人（（株）富士通  山下浩（（株）数理システム）  ドクターカー・システム  

総研）  
分子系統樹構築アルゴリ  

1－B－9  ズムヘのメタヒューリス  の短縮可能性評価  

凸2次関数の比の最大化  
鈴木勉（筑波大学）   

問題の効率的解法に閲す  

る研究  中村政隆（東京大学）   

＊山本零（MTEC）  

14：20   今野浩仲央大学）  

14：30  非線形計画（2）   組合せ最適化（4）   輸送・交通（2）  

1－A－9   1－B－10   1－C－10   1－D－10  
ビジネスアプリケーショ  絶対偏差比最小化問題の  整数計画法を用いた凹型  首都圏電車ネットワーク  

ンの設計分野とOR   解法   生産コスト付き輸送問題  における時差出勤の効果  

佐藤泰現（東洋ビジネ  今野浩（中央大学）   最適化   の予測  

スエンジニアリング  山本零（MTEC）   ＊江川隆章（中央大学）   田口束仲央大学）  

（株））   ＊土屋賢一（中央大学）   今野浩仲央大学）  1－D－11  
1－C－11  

1－A－10   1－B－11  
細街路交通量と交通行動  

池A‡－2－SATに対する分枝           ＊鳥海重富仲央大学）  

超高速ネットワークにお  逆凸制約付き線形計画間  限定法   田口東仲央大学）  

けるトラヒック測定分析  題に対する解法   ＊古賀祐一（京都大学）   鹿島茂仲央大学）  

技術   ＊永井秀稔（筑波大学）   柳浦睦憲（京都大学）  

川原亮一（NTTサービス  久野誉人（筑波大学）  1－D－12  
インテグレーション基  茨木俊秀（関西学院大学）  放射環状道路網における  

盤研究所）  1－B－12   迂回距離分布  

森達哉脚TTサービスイ  ある種の2次錐計画間遠  1－C－12   ＊宮川雅至（筑波大学）  

ンテグレーション基盤  に対するピボットアルゴ  長方形詰込み問題に対す   腰塚武志（筑波大学）  

研究所）   リズムの実装と評価   る可変近傍探索法  
大澤義明（筑波大学）  

阿部威郎（NTTサービス  ＊栗田圭介（電気通信大学）  ＊今堀慎治（東京大学）   1－D－13  
インテグレーション基  村松正和（電気通信大学）   柳浦睦憲（京都大学）  延焼経路ネットワークを  
盤研究所）   茨木俊秀（関西学院大学）  

1－B－13  1－C－13   題の近似解法の比較  

One－ClassClassincationと  AR（l）プロセスを用いた  ＊阿部英樹（筑波大学）  

その応用   LocalSearchに対する確  繁野麻衣子（筑波大学）  

鈴木伸彦（筑波大学）   率的解析  糸井川栄一（筑波大学）   

15：50   加地太一（／ト樽商科大学）  

16：00  
16：20   

学生論文賞表彰 （S会場）   

16：20   特別講演（S会場） 白幡洋一氏 （東北リコー（株）代表取締役社長）   

17：20   「高効率な世界一モノ作りに向けた継続した革新活動」   

17：40  
19：40   

懇親会 （束北大学川内北キャンパス厚生会館）   

′′‾、＼  
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9月8日（水）午後  

時間   E会場   F会場   G会場   H会場   

13：20  金融工学（3）   AHP（3）  
1－E－7   1－F－7   1－G－7  

消費者の複数商品力テゴ  多次元アメリカン・オブ  ANP感度分析とその適用  
リー購買行動に与える価  ションの確率メッシュ法  中川智克（静岡大学）  
格プロモーション効果の  

分析  速化  

鶴見裕之（立教大学）  田嶋耕治  1－G－8  
（（抹）富士通総研）  

1疇E－8  評価問題の解法  

スーパーマーケットにお  岸善徳（愛知学院大学）  

ける既存顧客の確保戦略  
¶顧客別クーポン贈与の   

提案－   に現れる差異の要因   マルチメディア環境下の  

＊瀬戸克典（東京理科大学）   田村勉   一対比較精神物理実験  

朝日弓未（東京理科大学）  

馬場崇彦（都築電気（株））  篠原正明（日本大学）  

山口俊和（東京理科大学）   大澤慶吉（日本大学）   

離散時刻モデルにおける  
バリアオプション評価の  

問題について  

＊諸星穂積  

（政策研究大学院大学）  

14：20   伏見正則（南山大学）   

14：30  金融工学（4）   AHP（4）  

1－E－9   1－F－10   1－G－10  
アンケートデータを用い  複数内部収益率現象の安  母集団を想定したAHPに  

た金融・保険商品選好モ  定性議論   おける誤差不等分散の場  
デルの構築   篠原正明（日本大学）   合のウエイト推定法と比  
＊竹田さよ子   ＊杉山晴史（日本大学）   較対選択法の提案  

（みずほ第一フィナンシ   篠原健   高橋磐郎（筑波大学）  

ヤルテクノロジー（株））  （情報システム研究所）  

小守林克哉  

（みずほ第一フィナンシ   1－F－11   1－G－11  
ヤルテクノロジー（抹））   ティツクデータを使用し  東北自動車道蔵王PA～  
木島正明（京都大学）  て推定されたプライス・  

インパクト関数の形状と  

1－E－10  投資スタイル   る検討  

携帯電話の料金設定に関  ＊山本浩司旧本道路公団）  

する一考察  渋田和彦（日本道路公団）  

増田靖（慶應義塾大学）  植村哲士  

数値実験を用いた多期間  （野村総合研究所）  

1－E－11  ボートフォリオ最適化モ  

ネットワーク流量推定手  
法および文字列解析手法   1－G－12  
を応用したブランド購買  （慶應義塾大学）  

パターンからの知識発見  と絶対評価法の比較検討  

＊羽室行信（大阪産業大学）   1－F－13   ＊森文洋（名城大学）  

加藤直樹（京都大学）  複数のベンチマークをも  
つボートフォリオ選択間  

1－E－12  題とその特性   1－G－13  
コンペティティブインテ  AHPを利用した空調用エ  
リジエンスの概念  ネルギ一機器の最適な選  

菅澤善男（日本大学）   考順序の考察  
15：50   白井清治（（株）山武）   

16：00  
16：20   

学生論文賞表彰 （S会場）   

16：20   特別講演（S会場） 白幡洋一氏 （東北リコー（株）代表取締役社長）   

17：20   「高効率な世界一モノ作りに向けた継続した革新活動」   

17：40  
19：40   

懇親会 （東北大学川内北キャンパス厚生会館）   

／‾■、＼  
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9月9日（木）午前  

時間   A会場   B会場  C会場  D会場   

09：30  
信頼性（1）   スケジューリング   組合せ最適化（5）   都市・地域と環境  

2－A－1   2－B－1   2－C－1   2－D－1  

デバッグ率を考慮したソ  保守費用を最小化する軌  電力取引における約定量  太陽光発電量と日影規制  

フトウェアの最適リリー  道保守計画法の構築   決定問題の高速解法   の関係  

ス政策   ＊三和雅史（（財）鉄道総  ＊晴見礼   ＊′ト林隆史（筑波大学）  

＊井上真二（鳥取大学）   合技術研究所）   （国立情報学研究所）   大澤義明（筑波大学）  

山田茂（鳥取大学）  大山達雄  宇野毅明  

（政策研究大学院大学）  2－D－2  

2－A－2  松井知己（東京大学）  地域気象と衣料消費の相  

ソフトウェア開発プロジ    2－B－2  関分析  

2－C－2   ェクトにおける離散最適  農薬散布量を考慮した作  吉田肇  

テスト／保全方策   付計画問題について   木構造動的ネットワーク   （新エネルギー・産某技  

＊林坂弘一郎（広島大学）  ＊片山明彦（大阪大学）   における複数個の施設配  術総合開発機構）  

土肥正（広島大学）  豊永亮（大阪大学）  置問題  

2－D－3  

2－A－3  石井博昭（大阪大学）  宇野毅明   マルコフ連鎖モデルによ  

ソフトウェアシステムに  （国立情報学研究所）  る都道府県人口移動の特  

2－B－3               おける動的若化スケジュ  牧野和久（大阪大学）   徴  

ールの決定  製品銘柄組み合わせの最  吉岡茂（立正大学）  

＊衛藤浩幸（広島大学）  適化を含む生産スケジュ  

土肥正（広島大学）  ーリングについて   2－C－3  2－D－4  

＊中田啓太郎   無向ネットワーク中のソ  Applying Palh Countlng  
2－A－4  （三菱化学（抹））  ース配置問題の強NP困  Methods for Evaluatlng  

AHPを用いたXfceデスク   佐中俊哉   難性とその近似アルゴリ  Edge and Node Deletion  

トップ環境の信頼性評価   （三菱化学（株））  ズム   ConnectivltyFunc（ionsfor  
に関する一考察   藤田薫（三菱化学（株））  

＊田村慶信（鳥取環境大学）  牧野和久（大阪大学）   System  
山田茂（鳥取大学）  2－B－4   藤重悟（京都大学）  ＊大山達雄  

木村光宏（法政大学）   Constrainl  （政策研究大学院大学）  

Programming一もased  2－C－4  諸星穂積  

Scheduljng  Cooperated  ノード信頼度の相関関係  （政策研究大学院大学）  

WithRule－basedSystems  を考慮したアドホックネ  
チェンユウ  ットワークの信頼度制約  

（アイログ（株））    問題について  

＊阿部祐二（法政大学）  

10：50  若山邦紘（法政大学）   

11：00  文献賞受賞招待講演（S会場）牧野和久氏（大阪大学大学院基礎工学研究科）  
12：00  「単調ブール関数の双対化問題について」   

12：00  
13：10   昼休み   

13：10  特別講演（S会場）井口泰孝氏（東北大学未来科学技術共同研究センターセンター長）  
14：10  「ものづくりに基づく新産業創出－ニッチェの取り組み－」   
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9月9日（木）午前  

時間   E会場   F会場   G会場   H会場   

09：30  金融工学（5）   スポーツとマルコフ過程   生産管理  

2－E－1   2－F－1   2－G－1   2－H－1  

特許権の経済的価値評価  Stock Repurchase Policy  サッカーチームからフツ  三企業間の経営戦略一距  

－ランニングロイヤリテ  with Transac（ion Costs  トサルチームヘの選手選  離を考慮した競合的在庫  
イー料率算定の提案－   under Jump Risks 技法   モデルー  

＊金澤浮（東京理科大学）   郷古浩道（京都大学）   
＊槍崎瑞之（日本大学）   

＊北候仁志伏阪府立大学）  

山口俊和（東京理科大学）   大西匡光（京都大学）   
篠原正明旧本大学）   

寺岡義仲（大阪府立大学）  

＊辻村元男（京都大学）   2－G－2   
2－E－2  

信用リスク予測モデルに  2－F－2   
2－H－2       マルコフモァルを用いた  
ハンドボールの試合のシ  独占市場における単一，  

関する一考察   不確実性と不完備情報の  ミュレーション   並列システムの比較  
＊／ト笠原一滴   

下での複占撤退   ＊佐藤啓（成蹟大学）   ＊／ト出武（流通科学大学）  

（東京理科大学）  ＊後藤允（早稲田大学）   唐津信義（国立スボー   三通弘明（神戸学院大学）  

山口俊和（東京理科大学）  大野高裕（早稲田大学）  ツ科学センター）  

上田徹（成瑛大学）  2－H－3  

2－E－3  2－F－3  独占市場における数量割  
引問題に関する最適割引  

技術サイクルを考慮した    企業の情報公開と事業価 値，及び資本コストにつ  
定  －ハンドボール・データ  

いての考察  
＊山本直寛（筑波大学）  

を例として－   ＊川勝英史（流通科学大学）  

西出勝正（京都大学）  ＊上田徹（成蹟大学）  
鈴木秀男（筑波大学）  

菊田健作（兵庫県立大学）  

松尾博文（神戸大学）  2－F－4  
佐藤啓（成挨大学）  三道弘明（神戸学院大学）  

Regimeswitchingmodel    2－G－4  2－H－4  
2－E－4  による為替変動予測の試  投打の左右を考慮した投  供給不足リスク制約の下  

Stochastic Analysis of  み   手交代の最適化のための  での生産・調達計画手法  
NumberofCorporationsin  ＊乾孝治（明治大学）   数理モデル   （3）  

a Market Derived from  藤中智章（京都大学）   ＊虞津信義（国立スポー  ＊真鍋裕司  

StrateglC  Policies  of  ツ科学センター）   （（株）日立製作所）  

IndividualCorpora（ionsfor  マイクライト  ／ト林康弘  

MarketEn虹yandRetreat  （ランカスター大学）  （（株）日立製作所）  

住田潮（筑波大学）  
仲田智将  

＊伊勢恒寿（筑波大学）  
（（株）日立製作所）   

10：50   
米沢宏一  

11：00   文献賞受賞招待講演（S会場）牧野和久氏（大阪大学大学院基礎工学研究科）   

12：00   「単調ブール関数の双対化問題について」   

12：00  
13：10   

昼休み   

13：10   特別講演（S会場）井口泰孝氏（東北大学未来科学技術共同研究センターセンター長）   
14：10   「ものづくりに基づく新産業創出－ニッチェの取り組み－」   
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9月9日（木）午後  

時間   A会場   B会場   C会場   D会場   

14：20  信頼性（2）   整数計画   組合せ最適化（6）   動的計画（1）  

2－A－5   2－B－5   2－C－5   2－D－5  

ペイジアンネットワーク  排他制約付きナップサッ  符号対称行列の   継続追尾実施時の最大所  

を用いた不正アクセスの  ク問題の一解法   Sylvester指数   要ブイ数の算定方法  

統計的検知   ＊セニスカアミント   ＊垣村尚徳（東京大学）   ＊小宮享（防衛大学校）  

＊岡村寛之（広島大学）   （防衛大学校）   岩田覚（東京大学）  牧田哲治（海上自衛隊）  

福田達徳（広島大学）  柳乗俊（防衛大学校）  宝崎隆祐（防衛大学校）  

土肥正（広島大学）  2－C－6  

凸幾何の特徴多項式にお  

2－A－6  2－B－6  けるWhitneyrRotaの公  

バリアントを選択する機  順序制約付きナップサッ  式   イブ  

能をもつ3バージョンプ  岩本誠一（九州大学）  

ログラミングシステムの  

信頼性評価に関する考察   2－C－7  2－D－7  

＊田逸朋哉（法政大学）   セニスカアミント   劣モジュラ多面体内直線  学習型逐次バッチサイズ  

木村光宏（法政大学）   （防衛大学校）  探索問題に対する強多項  決定問題の最適政策につ  

山田茂（鳥取大学）  山田武夫（防衛大学校）  いて  

永野晴仁（東京大学）  濱田年男（兵庫県立大学）   

2－A－7  2－B－7  

Risk－SensitivePreventive  

Maintenance Policies ック問題の上界値  

＊ビブハスギリ  ＊保田亮（防衛大学校）  

（広島大学）  片岡靖詞（防衛大学校）   

15：20  土肥正（広島大学）  

15：30  
信頼性（3）   評価   

組合せ最適化（7）   動的計画（2）  

2－A－8   2－B－8   2－C－8   2－D－8  

有限期間における点検方  ペロンーフロペニウスの  ウェーブレット変換を用  部分観測可能なマルコフ  

策の概観   定理を基とした様々なラ  いた画像圧縮耐性を有す  過程における多段決定間  

＊中川雫夫（愛知工業大学）  ンキング決定法について  る電子透かし埋め込み位  題とTP2  

水谷聡志  ＊保福一郎（東京都立工  置決定問題   中井達（九州大学）  

業高等専門学校）  井上大輔  

2－A－9  大島邦夫（東京理科大学）  

公開鍵基盤失効リストデ  
（京都府立大学）  

＊吉富康成  

一夕ベース構築における  
Pricing Policy 

（京都府立大学）  
イーモンシャン  

CRL最適発行周期  数理計画法を用いた双対  

＊中村正治（金城学院大学）  2－C－9   
（筑波大学）  

荒深美和子  上田徹（成践大学）   マルチ辞書探索による  

（金城学院大学）  RCPSP／丁の新しい解法に  

中川雫夫（愛知工業大学）  ついて  

＊堀尾正典  

（名古屋学芸大学）  

16：10  鈴木敦夫（南山大学）   
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9月9日（木）午後   

時間   E会場   F会場   G会場   H会場   

14：20  金融工学（6）   DEA（1）   OR全般  

2－E－5   2－F－5   オーガナイザー：   2－H－5  

公開データを用いた企業  観測数及び銘柄数に依存  刀根薫，篠原正明  

社会貢献活動の定量的特  したVaRの推定誤差に関  ェクトのリスク評価に関  

徴抽出法   する実証分析  2－G－5   する研究  

木原透光（電気通信大学）  ＊佐々木豊史儒気通信大学）  AConventionalSchemefor  ＊柴田博之（慶応義塾大学）  

＊山田孝子（電気通信大学）   宮崎浩一惰気通信大学）   Coping with Negative  福川忠昭（慶応義塾大学）  

加藤憲一（電気通信大学）   野村哲史儒気通信大学）   OutputDatainDEA‥A  
Slacks竜ased  2－H－6         Measure  

2－E－6   2－F－6   （SBM）Approach   用語の独り歩き－バレー  
エリアカバレッジを考慮  DDCF法を用いた賃貸不動  刀根薫   
した新聞の販売部数最大  

ト図を例にして－  
（政策研究大学院大学）  

牧野都治（東京理科大学）  
化問題の厳密解法  ＊藤田加奈子  

＊伊佐田百合子  
（東京理科大学）  

山口俊和（東京理科大学）  
2－H－7  

（帝塚山大学）   財務省ホームページ統計  
theoreticSolutionunder  

井垣伸子（関西学院大学）  2－F－7  Bi｛riteriaEnvironment  を活用する産業情報分析  

山川茂孝（（抹）電通関西）  株価のミス・プライシン  ＊中林健   システムーICAMPIJS によ  

仲川勇二（関西大学）   グ修正過程を利用した  （政策研究大学院大学）   る実証テモー  

Contrarian戦略の実証分  
斎藤清（兵庫県立大学）  

2－E－7  析  （政策研究大学院大学）  
SCM最新動向一実践的OR    ＊角谷督（（株）金融エン   

への取組み   ジニアリング・グルー  2－G－7  

＊宮崎知明   プ，東京理科大学）   競合環境下における効率  
（（株）富士通総研）   黒子貴史（日興アセッ  性に関する一考察  

池ノ上晋（（有）IKE）  トマネジメント（株））  森田浩（大阪大学）   

常盤晋吾（ARCアドバイ   生田目崇（専修大学）  
15：20   ザリグループ）  山口俊和（東京理科大学）  

15：30  研究部会報告   金融工学（7）   DEA（2）   数理モデル化  

2－E－8   2－F－8   2－D－8   2－H－7  

「意思決定とOR」研究部  ニューラルネットワーク  ADecompositionofCost  一般化したセキュリティ  

会活動報告  と遺伝的プログラミング  Efnciency   and its  の数理モアリング  

前田隆（金沢大学）  
によるルール生成と債券  Application to USJapan  高橋和久  
格付分析への応用  Utilities  （セコム（株）IS研究所）  

＊桑野裕昭（金沢学院大学）  
池田欽一（信州大学）  Electric  Comp訂isons  

＊時永祥三（九州大学）  刀根薫  2－H－8  

呂連写（九州大学）  （政策研究大学院大学）  

＊筒井美樹  MYthicalManXMonthを  
2－F－9  （（財）電力中央研究所）  

多目的遺伝的アルゴリズ  篠原正明（日本大学）  

ムを用いた財務スコアリ     2－D－9   蜂須和則（日本大学） 

ングモデルのチューニン  

グ  合併に関する効率性分析  

山内法嗣  小久保秀俊  

（MTEC，束京工業大学）   （電気通信大学）  

宮崎浩一  

（電気通信大学）  

高橋智彦  

にッセイアセットマ  

ネジメント（株））   

16：10  
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